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流
清
水
派
」
の
題
で
、
仙
台
藩
に
当
流
が
確
立
し
て
い
く
歴
史
的
過

程
の
解
説
文
が
掲
示
さ
れ
（
図
２
）
、
ま
た
そ
の
右
側
に
は
「
石
州

流
清
水
派
茶
道
頭
・
宗
家
継
承
の
証

あ
か
し

で
あ
る
三
つ
の
文
献
（
〝
三
種

の
神
器
〟
）
」
の
写
真
と
そ
の
解
説
文
が
そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ
れ
た
（
図

３
）
。
そ
の
壁
面
の
下
方
の
展
示
台
に
は
、
仙
台
藩
茶
道
頭
・
宗
家

累
代
の
茶
碗
及
び
茶
入
の
写
真
（
図
４
）
が
、
ま
た
そ
の
右
側
に
平

成
八
年
五
月
に
行
わ
れ
た
第
八
回
石
州
流
茶
道
全
国
大
会
（
仙
台
大

会
、
会
長
十
世
故
大
泉
道
鑑
）
の
歓
迎
茶
会
の
た
め
に
当
流
が
実
際

に
用
い
た
会
記
と
そ
の
解
説
文
が
そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ
れ
た
（
図
５
）
。

な
お
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の
展
示
資
料
の
写
真
や
情
報
を
提
供
し
て
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
さ
せ
て
戴
い
た
。

仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団
主
催
の
企
画
展

「
社
交
と
嗜
好
品
～
交
際
の
場
の
飲
食
物
～
」

に
お
け
る
講
演
「
仙
台
に
お
け
る
茶
道
の

歴
史
と
社
交
」

　

仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団
が
主
催
し
た
「
社
交
と
嗜
好
品
～
交
際

の
場
の
飲
食
物
～
」
と
銘め

い

を
打
っ
た
企
画
展
が
、
昨
年
七
月
十
五
日

～
十
一
月
十
二
日
ま
で
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
（
図
１
）。
本
企
画
展
の
趣
旨
は
、
嗜
好
品
が
個
人
の
嗜
好
に
よ
っ

て
消
費
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
を
結
び
付
け
る
場
で
も
用
い

ら
れ
る
た
め
、
嗜
好
品
が
も
つ
社
会
的
な
意
味
に
注
目
し
、
そ
の
歴

史
や
種
類
、
消
費
、
文
化
等
に
つ
い
て
、
仙
台
地
方
の
例
を
中
心
に

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
点
に
あ
る
。

　

こ
の
内
容
は
、
「
展
示
解
説
」
と
「
講
座
」
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、

前
者
は
そ
の
開
催
期
間
中
は
展
示
室
に
常
時
展
示
さ
れ
、
仙
台
藩
石

州
流
清
水
派
（
当
流
）
の
展
示
の
場
所
の
壁
面
に
「
仙
台
藩
と
石
州

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
十
一
世

仙
台
藩
志
会
副
会
長

東
北
大
学
名
誉
教
授

　
　
大
　
泉
　
道
　
鑑（
康
）

図1　今回のイベントのチラシ
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一
方
、
後
者
の
講
座
で
は
昨
年
八
月
六
日
に
筆
者
に
よ
る
「
仙
台

に
お
け
る
茶
道
の
歴
史
と
社
交
」
と
い
う
演
題
の
講
演
に
よ
り
、
火

蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
（
図
６
）
。
そ
の
後
、
花
京
院
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
所
長
清
治
邦
章
氏
に
よ
る
「
嗜
好
品
の
歴
史
的
変
化
に
伴

う
健
康
へ
の
影
響
」
（
九
月
九
日
）
、
元
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
主
任

学
芸
員
谷
田
有
史
氏
に
よ
る
「
日
本
に
お
け
る
酒
・
茶
・
煙
草
の
受

容
」
（
九
月
二
十
三
日
）
及
び
仙
台
紅
茶
教
室
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ス
ク
ー
ル
主
宰
井
上
典
子
氏
に
よ
る
「
紅
茶
の
世
界
」
（
十
月

二
十
九
日
）
と
い
う
演
題
の
講
演
が
順
次
行
わ
れ
た
。

　

筆
者
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
を
考
慮
し
て
、
強
調
し

た
い
点
の
み
を
、
当
日
に
使
用
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
一
部
を
示
し
な
が

ら
、
以
下
に
簡
潔
に
述
べ
た
い
。

　

茶
の
湯
の
歴
史
と
社
交
に
関
す
る
筆
者
の
講
演
は
、
唐
時
代
の
「
中

国
の
喫
茶
の
始
ま
り
」
か
ら
開
始
さ
れ
（
『
陸
羽
著
『
茶
経
』
）
、
次

に
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
の
「
我
国
の
喫
茶
の
始
ま
り
」
に
目
を
転

じ
た
（
『
公
事
根
源
』
『
凌
雲
集
』
）
。
更
に
、
鎌
倉
時
代
前
半
に
「
禅

に
裏
打
ち
さ
れ
た
抹
茶
の
飲
み
方
（
禅
院
茶
礼
）
」
が
確
立
・
定
着

し
た
経
緯
を
解
説
し
た
。
時
が
流
れ
て
鎌
倉
時
代
末
期
に
下
る
と
、「
闘

茶
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
「
会
所
で
の
喫
茶
」

が
流
行
し
て
い
っ
た(

『
明
月
記
』 

『
太
平
記
』)

。

仙台藩と石州流清水派
　伊達政宗は若い頃より茶の湯に精通しており、茶の湯をとおして将軍や大名、茶人などと

交流を深め、政治や外交に活かしてきた。また、政宗は千
せんのりきゅう

利休や古
ふる

田
た

織
おり

部
べ

、小
こ

堀
ぼり

遠
えんしゅう

州と交際し、

最新の茶の湯を仙台にもたらしている。政宗が仙台に茶の湯文化を根付かせるために自身の

茶
さ

道
どう

頭
がしら

として採用したのは、古田織部の高弟であった一
いっ

世
せい

清
し

水
みず

道
どう

閑
かん

であった。また、二世清

水動
どう

閑
かん

は２代藩
はん

主
しゅ

・伊達忠宗の命で片
かた

桐
ぎり

石
せきしゅう

州貞
さだ

昌
まさ

に茶の湯を学び、伊達家の茶の湯を徳川家

と同様の石州流に改める基盤を固めた。そして、三世清水道
どう

竿
かん

は石州流清水派を仙台藩に確

立させるとともに、全国に流儀を広めた功績から、石州流清水派の祖
そ

と称されている。この

清水家は五世道斎以外は、代々「どうかん」を名乗り、茶道頭として伊達家に仕えた。

　石州流清水派の点
て

前
まえ

には、藩主のための大名茶であることによる、大きく３つの特徴がある。

一つは、座礼は膝
ひざ

の横に拳をついて、家臣が藩主の前でかしこまる形で行うことである。二

つめは、茶
ちゃ

釜
がま

に対して斜
なな

めに向き、藩主から美しく見えるようにしていることである。そして、

三つめは、茶
ちゃ

碗
わん

を回さずに飲むことである。茶碗を回す所作は茶碗の景色（色や形）を汚さ

ないための客の気遣いに由来するが、石州流清水派の場合、正客は藩主であることが多いため、

そうした気遣いの必要がないからである。

　また、石州流清水派には藩主以外には決して供されない「極真の手数」という点前があり、

これは宗家のみに伝えられる点前である。

図２　仙台藩の石州流清水派の確立した経緯
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図３　石州流清水派宗家継
けいしょう

承の証である３つの文献

石州流清水派宗家を継承する際に引き継ぐ３つの文
ぶん

献
けん

。石州流の祖
そ

である片
かた

桐
ぎり

石
いわ

見
み

守
のかみさだまさ

貞昌と

禅
ぜん

語
ご

・和歌を妙関子（老中・松
まつだいらすおうのかみやすよし

平周防守康福）が記した「片桐石見守貞昌宗関居士像（妙関

子自画賛）」、2世動
どう

閑
かん

が初代茶道頭道
どう

閑
かん

について記した「渋
しぶ

紙
かみ

庵
あん

之記」、片桐石見守貞昌がま

とめた将軍家の茶道の規格300箇
か

条
じょう

を動閑なりに解
かいしゃく

釈した「清水動閑註
ちゅうかい

解石州流三百箇条」。
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図４　仙台藩茶道頭・宗家累代伝来の茶道具（十一世大泉道鑑蔵）
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と
こ
ろ
で
、
室
町
時
代
後
期
を
迎
え
る
頃
に
な
る
と
、
精
神
性
を

重
視
し
た
「
侘わ

び

茶
」
が
、
村
田
珠
光
（
應
永
三
十
年
～
文
亀
二
年
＝

一
四
二
三
～
一
五
〇
二
）
に
よ
り
茶
道
に
初
め
て
禅
味
が
加
え
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
、「
茶
禅
一
味
の
説
」
が
成
立
し
て
い
っ

た
。
そ
の
後
、
武
野
紹
鷗
（
文
亀
二
年
～
弘
治
元
年
＝
一
五
〇
二
～

一
五
五
五
）
を
経
て
千
利
休
（
大
永
二
年
～
天
正
十
九
年
＝

一
五
二
二
～
一
五
九
一
）
に
よ
っ
て
、
こ
の
侘
茶
が
大
成
さ
れ
、
利

休
は
茶
聖
と
称
さ
れ
崇あ

が

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

図５　第8回石州流全国大会の歓
かん

迎
げい

茶会会記　
平成8（1996）年5月26日　石州流清水派宗家11世 大泉道鑑氏蔵

会記とは、茶会で使用する道具組を記した茶会の記録。道具の組み合わせはその茶会の趣
しゅ

旨
し

に沿
そ

って行われ、会記を読むことによって、その茶会の趣旨や亭
てい

主
しゅ

の心配りを理解すること

ができる。

図６　筆者による講演
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寛
永
十
三
年
＝
一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
に
よ
り
、
そ
の
基
礎
が
固

め
ら
れ
た
こ
と
は
、
『
伊
達
家
治
家
記
録
』
の
記
事
か
ら
も
明
白
な

事
実
で
あ
る
（
十
世
大
泉
道
鑑
著
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇

條
付
仙
台
藩
茶
道
』
）
。
政
宗
公
は
、
当
時
の
将
軍
・
有
力
大
名
や
一

流
の
茶
人
と
交
流
す
る
こ
と
に
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
傾
注
し
て
い
た

（
図
７
）
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
も
政
宗
公
は
、
極
め
て
社
交

性
に
富
ん
だ
人
物
で
あ
る
こ
と
が
、
容
易
に
窺

う
か
が

い
知
る
こ
と
が
出
来

よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
政
宗
公
の
仙
台
藩
茶
道
の
基
礎
固
め
に
、
最
も

重
要
な
役
目
を
果
た
し
た
の
は
、
京
都
の
高
名
な
茶
人
で
、
政
宗
公

か
ら
初
代
の
茶
道
頭
と
し
て
招

し
ょ
う
へ
い

聘
さ
れ
た
一
世
清
水
道
閑
（
天
正
七

年
～
慶
安
元
年
＝
一
五
七
九
～
一
六
四
八
）
で
あ
る
。
次
に
、
仙
台

藩
の
茶
道
を
石
州
流
に
変
え
る
た
め
の
土
台
作
り
に
、
多
大
な
貢
献

を
し
た
の
は
、
二
世
清
水
動
閑
（
慶
長
十
九
年
～
元
禄
四
年
＝

一
六
一
四
～
一
六
九
一
）
で
あ
る
（
図
８
）
。
二
代
藩
主
伊
達
忠
宗

公
（
慶
長
四
年
～
万
治
元
年
＝
一
五
九
九
～
一
六
五
八
）
は
、
二
世

動
閑
を
石
州
の
在
所
大
和
国
小
泉
で
十
三
年
の
永
き
に
わ
た
り
弟
子

入
り
し
て
修
行
を
積
む
よ
う
に
命
じ
た
。
二
世
動
閑
は
帰
藩
後
茶
道

頭
に
任
ぜ
ら
れ
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
の
「
茶
書
」

に
加
え
、
一
世
道
閑
の
故
事
来
歴
を
記
し
た
「
掛
軸
」
を
書
き
残
し

て
い
る
。
前
に
も
多
少
触
れ
た
が
、
こ
の
二
種
類
の
文
献
に
、
そ
の

後
四
世
清
水
道
簡(

享
保
元
年
～
天
明
三
年
＝
一
七
一
六
～

　

徳
川
幕
府
が
成
立
し
て
身
分
制
度
が
確
立
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、

「
町
人
の
茶
」
に
対
す
る
大
名
の
茶
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
「
大
名
茶
」

が
誕
生
し
た
。
こ
の
大
名
茶
は
、
徳
川
将
軍
の
茶
道
指
南
役
と
さ
れ

る
古
田
織
部
（
織
部
流
の
祖　

天
文
十
三
年
～
元
和
元
年
＝

一
五
四
四
～
一
六
一
五
）
、
小
堀
遠
州
（
遠
州
流
の
祖　

天
正
七
年

～
正
保
四
年
＝
一
五
七
九
～
一
六
四
七
）
及
び
片
桐
石
州
（
石
州
流

の
祖　

慶
長
十
年
～
延
宝
元
年
＝
一
六
〇
五
～
一
六
七
三
）
ら
大
名

茶
人
の
茶
風
を
指
す
。
石
州
は
、
大
和
国
小
泉
の
一
万
三
千
余
石
の

大
名
で
、
茶
道
を
千
道
安
（
利
休
の
長
男　

天
文
十
五
年
～
慶
長

十
二
年
＝
一
五
四
六
～
一
六
〇
七
）
の
高
弟
の
大
名
茶
人
桑
山
宗
仙

（
永
禄
三
年
～
寛
永
九
年
＝
一
五
六
〇
～
一
六
三
二
）
に
師
事
し
て

修
行
を
積
み
、
新
し
い
作
意
を
も
っ
て
石
州
流
を
開
い
た
。
石
州
は
、

四
代
将
軍
徳
川
家
綱
（
寛
永
十
八
年
～
延
宝
八
年
＝
一
六
四
一
～

一
六
八
〇
）
の
茶
道
指
南
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
茶
湯
覚
書
三
百
箇
條
を

懐
紙
三
十
九
葉
に
書
き
記
し
て
将
軍
家
へ
献
上
し
た
。
こ
れ
は
、
将

軍
家
の
茶
道
規
格
を
定
め
た
も
の
で
、
世
に
『
石
州
流
三
百
箇
條
』

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
百
箇
條
を
基

も
と
い

と
し
て
、
以
後
将
軍
家
の

茶
道
は
、
石
州
流
と
な
っ
た
た
め
、
全
国
各
地
の
大
名
や
旗
本
の
間

に
広
ま
り
、
一
世
を
風ふ

う

靡び

し
た
。
ま
た
、
石
州
の
門
下
に
は
逸
材
が

多
く
独
立
し
て
一
派
を
開
き
、
独
自
に
発
展
を
遂
げ
た
。

　

一
方
、
仙
台
藩
茶
道
は
、
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
（
永
禄
十
年
～



― 9 ―

図７　伊達政宗公の茶道を介した将軍・大名・一流の茶人との交流

図８　仙台藩茶道を石州流にする基盤固め
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ら
れ
て
き
た
貴
重
な
伊
達
文
化
を
代
表
す
る
優
美
な
手
前
を
、
次
の

世
代
に
末
来
永え

い

劫ご
う

正
し
く
伝
え
る
た
め
、
正
確
に
活
字
化
し
た
教
本

に
ま
と
め
、
自
費
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
・
出
版

活
動
が
郷
士
史
研
究
家
の
古
田
義
弘
先
生
に
学
術
的
に
高
く
評
価
さ

れ
、
十
世
道
鑑
は
、
「
石
州
流
清
水
派
中
興
の
祖
」
と
し
て
『
仙
台

領
に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
Ⅲ
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
（
図
10
）
。

一
七
八
三)

が
入
手
し
た
妙
関
子
（
老
中
松
平
周
防
守
康や

す

福よ
し

）
自
画

賛
『
片
桐
石い

わ

見み
の

守か
み

宗
関
居
士
像
』
の
掛
軸
が
加
え
ら
れ
て
三
種
類
の

文
献
と
な
り
、
こ
れ
ら
は
当
流
の
歴
代
の
茶
道
頭
・
宗
家
が
そ
の
代

を
継
ぐ
際
に
、「
正
し
く
継
承
し
た
印
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
（
図
３
）。

な
お
、
現
在
、
こ
の
〝
三
種
の
神
器
〟
を
筆
者
が
保
持
し
て
い
る
。

前
に
述
べ
た
二
世
動
閑
が
著
わ
し
た
二
種
類
の
茶
湯
書
は
、
十
世
大

泉
道
鑑
（
明
治
四
十
二
年
～
平
成
二
十
二
年
＝
一
九
〇
九
～

二
〇
一
〇
）
の
母
九
世
落
合
道
鑑
（
明
治
十
六
年
～
昭
和
四
十
六
年

＝
一
八
八
三
～
一
九
七
一
）
の
代
ま
で
は
、
門
外
不
出
の
秘
伝
書
と

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
世
道
鑑
は
当
流
の
十
世
を
継
承

し
た
後
、
こ
の
ま
ま
で
は
輝
か
し
い
伝
統
を
誇
る
石
州
流
清
水
派
の

茶
道
頭
・
宗
家
を
継
承
し
た
印
（
〝
三
種
の
神
器
〟
）
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
「
聖
典
」
の
役
割
も
果
た
し
て
き
た
こ
の
秘
伝
書
が
、

歴
史
の
闇
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
毎
日
を

過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
茶
湯
書
の
解
読
研
究

を
始
め
る
と
共
に
、
仙
台
藩
茶
道
の
歴
史
の
詳
細
な
る
調
査
・
研
究

を
開
始
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
本
に
ま
と
め
る
決
断
を
下
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
は
十
年
近
く
の
歳
月
を
要
し
た
が
、
昭
和
五
十
五

年
（
一
九
八
〇
）
に
よ
う
や
く
自
費
出
版
に
漕こ

ぎ
付
け
る
こ
と
が
出

来
た
（
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』　

図

９
）
。
更
に
、
十
世
道
鑑
は
、
藩
政
時
代
か
ら
口
伝
に
よ
っ
て
伝
え

図９　�『清水動閑註解石州流三百箇條付仙台藩茶道』を出版し
た十世道鑑（昭和55年12月24日付河北新報に掲載写真）
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さ
て
、
仙
台
藩
に
石
州
流
清
水
派
を
確
立
さ
せ
、
そ
れ
を
全
国
各

地
に
広
め
た
の
は
、
茶
道
頭
三
世
清
水
道
竿
（
さ
お
ど
う
か
ん　

寛

文
二
年
～
元
文
二
年
＝
一
六
六
二
～
一
七
三
七
）
で
あ
る
（
図
11
）
。

こ
こ
で
、
三
世
道
竿
が
徳
川
幕
府
の
茶
道
方
の
数
奇
屋
頭
（
格
）
の

谷
村
三
育
（
？
～
宝
暦
三
年
＝
？
～
一
七
五
三
）
等
の
茶
人
ま
で
に

茶
の
湯
伝
授
を
行
っ
て
い
た
点
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
事
実

は
、
三
世
道
竿
が
将
軍
家
の
石
州
流
茶
道
に
も
、
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
偉
大
な
功
績
に
よ

り
、
三
世
道
竿
の
名
は
、
清
水
派
の
開
祖
と
し
て
茶
道
史
に
燦さ

ん

然ぜ
ん

と

輝
い
て
い
る
（
『
茶
道
辞
典
』 

『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
）
。

　

と
こ
ろ
で
、
茶
道
頭
二
世
動
閑
の
後
継
者
に
、
血
縁
の
清
水
快
関

で
は
な
く
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
一
門
で
最
も
優
れ
た
茶
人
で
あ
っ

た
馬
場
道
斎
、
後
の
茶
道
頭
三
世
道
竿
を
抜ば

っ

擢て
き

し
た
の
は
、
他
な
ら

ぬ
天
下
に
数
奇
大
名
と
し
て
知
れ
渡
っ
て
い
た
四
代
藩
主
伊
達
綱
村

公
（
万
治
二
年
～
享
保
四
年
＝
一
六
五
九
～
一
七
一
九
）
で
あ
る
（
図

11
）。
こ
の
三
代
目
の
継
承
に
関
す
る
詳
細
な
経け

い

緯い

に
つ
い
て
は
、『
清

水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』
に
記
述
さ
れ
て
い

る
の
で
、
参
照
し
て
戴
き
た
い
。

　

綱
村
公
は
、
当
時
一
流
の
文
化
人
で
、
特
に
茶
道
に
造ぞ

う

詣け
い

が
深
く
、

そ
の
執
心
の
程
は
『
伊
達
治
家
記
録
』
の
茶
道
の
記
事
に
だ
け
で
は

な
く
、
『
伊
達
綱
村
茶
会
記
』
の
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
～
宝
永

図10　『郷土の偉人傳Ⅲ』における十世道鑑の人生
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図11　石州流清水派の確立

図12　石州流清水派の特徴
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淡
交
社　

昭
和
五
十
年

『
茶
道
辞
典
』
桑
田
忠
親　

東
京
堂　

昭
和
四
十
三
年

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』(

三
巻)

二
世
清
水
動
閑

　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』　

　

十
世
大
泉
淑
子
（
道
鑑
）
丸
善
出
版
セ
ン
タ
ー　

昭
和
五
十
五
年

『
数
寄
道
心
法
』
東
京
国
立
博
物
館
蔵

『
石
州
流
系
図
写
并
聞
書
ノ
写
』
鈴
木
政
道　

東
京
国
立
国
会
図
書

館
蔵

『
仙
台
領
に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傅
Ⅲ
』
古
田
義
弘　

本
の
森　

令

和
四
年

『
伊
達
家
治
家
記
録
』
仙
台
市
博
物
館
蔵

『
伊
達
綱
村
茶
会
記
』
酒
井
厳　

中
央
公
論
事
業
出
版　

昭
和

四
十
三
年

『
茶
の
湯
入
門
』
熊
倉
功
夫　

平
凡
社　

昭
和
六
十
年

『
道
竿
拾
躰
』
十
世
大
泉
道
鑑　

十
一
世
大
泉
道
鑑
『
茶
の
湯
文
化
学
』

　

二
十
八
号　

平
成
二
十
九
年

『
道
竿
拾
躰
』
三
世
清
水
道
竿　

東
北
大
学
中
央
図
書
館
蔵

『
動
閑
茶
湯
書
』
（
十
八
冊
）
二
世
清
水
動
閑　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
動
閑
茶
湯
書
』
の
解
読
と
校
注
（
そ
の
一
）
『
露
地
之
書
』
十
世
大

泉
道
鑑　

十
一
世
大
泉
道
鑑
『
茶
の
湯
文
化
学
』
三
十
三
号　

令

二
年
（
一
七
〇
五
）
ま
で
の
十
三
年
間
の
茶
会
記
録
が
、
千
三
百
回

を
優
に
越
え
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

筆
者
は
今
回
の
講
演
を
総
括
す
る
た
め
、「
石
州
流
清
水
派
の
特
徴
」

を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
て
解
説
を
行
っ
て
無
事
講
演
を
終
え
た
（
図

12
）
。

【
謝　

辞
】

　

今
回
の
企
画
展
で
、
石
州
流
清
水
派
の
資
料
の
展
示
並
び
に
講
演

を
行
う
機
会
を
賜
っ
た
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
鶴
谷
研
様
及

び
ご
指
導
・
御
協
力
下
さ
っ
た
学
芸
員
渡
邉
直
登
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
古
文
書
の
解
読
の
困
難
な
箇
所
の
ご
指
導
を
賜
わ

り
ま
し
た
元
宮
城
県
史
編
纂
室
故
岩
間
初
郎
先
生
に
謹
ん
で
感
謝
の

意
を
捧
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】
（
五
十
音
順
）

『
片
桐
石
州
の
茶
』
米
原
正
義
等　

講
談
社　

昭
和
六
十
二
年

『
関
』
（
第
二
十
八
号
）
十
一
世
大
泉
道
鑑　

全
日
本
石
州
流
茶
道
協

会　

平
成
三
十
年

『
関
』
（
第
三
十
二
号
）
十
一
世
大
泉
道
鑑　

全
日
本
石
州
流
茶
道
協

会　

令
和
四
年

『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
井
口
海
仙
、
末
宗
広
、
永
島
福
太
郎
（
監
修
）
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和
二
年

『
動
閑
茶
湯
書
』
（
そ
の
二
）
『
茅
葺
數
寄
屋
寸
法
』
十
世
大
泉
道
鑑

十
一
世
大
泉
道
鑑
『
茶
の
湯
文
化
学
』
三
十
七
号　

令
和
四
年

『
細�

川
三
斎
茶
書
（
上
巻
及
び
下
巻
）
』
細
川
三
斎　

国
立
国
会
図
書

館
蔵

『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の
歴
史
』
谷
端
昭
夫　

㈱
淡
交
社　

平
成
十
九
年

【
付
記
】

　

十
世
大
泉
道
鑑
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
『
仙
台
領
に
生
き
る
郷
土
の

偉
人
傳
Ⅲ
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
す
で
に
『
関
』（
三
十
二

号
）
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
本
は
、
郷
土
史
研
究
家
古

田
義
弘
先
生
の
著
書
『
仙
台
領
に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
』
の
シ
リ
ー

ズ
の
三
番
目
の
も
の
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
Ⅰ
～
Ⅴ
ま
で
出
版
さ
れ
た

が
、
い
ず
れ
も
仙
台
市
民
か
ら
注
目
を
浴
び
、
五
回
連
続
で
「
仙
台

市
の
書
店
で
最
も
売
れ
る
本
（
週
刊
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
）
」
（
金
港
堂
書

店
調
べ
）
に
輝
い
た
。
な
お
、
書
店
（
発
行
所
）
の
問
い
合
わ
せ
先

は
、
左
記
の
「
本
の
森
」
で
す
。
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台
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